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“８
月
５
日

（木
）
、
来
春
閉
校
す
る
草
部
中
学
校
の
２
年
生
５
人
が

役
場
を
訪
れ
、
草
部
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
、
藤
本
町
長
や
職
員
に
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
、
「草
部
の
将
来
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
し
て
い
る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
人
口
、
農
業
、

行
事
、
環
境
、
建
物
、
村
お
こ
し
の
６
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は

「草
部
の
人
口
は
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
「ど

ん
な
農
業
を
し
て
い
け
ば
未
来
が
開
け
る
と
思
い
ま
す
か
」
な
ど
と
質

問
。
職
員
が

「人
口
は
昭
和
３０
年
と
比
べ
て
半
分
以
下
に
減

っ
て
い
ま

す
」
「草
部
だ
け
の
特
産
物
を
作
リ
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
」
な
ど
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
結
果
は
、
来
年
３
月
に
行
わ
れ
る
閉
校
式
で
発
表

す
る
予
定
で
す
。
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太田黒 竜之助くん

2歳

機関車が大好きで、毎 日のよう

に駅に行っています。早くSL
や新幹線にも乗りたいなぁ。

父 太 田黒竜一郎 さん

母    真 由美 さん

(高森・旭通)

高森町の人口の動き
世帯数/2,676戸 (+7)
男 :3,644人 (+6)/女 :3,981人 (+11)
総 数/7,625人 (+17)
(平成16年7月 31日現在)

高森町マスコット

谷川 武士さん

高森・横町 24歳
●お仕事

ショッピングセンター

アスカ内のたにがわ靴

店で働いています。

●趣味

フットサル。スポーツ

観戦。

●一番やりたいこと

おいしいご飯をいっぱ

い食べて、く
゛
っす り寝

たい。

●理想のタイプ

やさしい人。明るい人。
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△ 月の表紙は、高森中央小学校で行われた親子ソフ ト
…7ボール・ソフトバレー大会の様子です。蒸し暑い天気

の中、子どもたちは元気に走り回り、珍プレー好プレーを連

発。親も子どもも大きな声を出し夢中で応援 している姿は、

私を清々しい気持ちにさせてくれました。

子どもたちの健全育成には、子どもたちを温かく見守る大

人の存在が不可欠です。 「地域の子どもは地域で育てる」と

いう意識をもって、地域ぐるみで健全育成に向けた実践活動

を展開していきましょう。

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷

輌 己 1(〕 ξ〕 古紙配合率 100%再生紙を使用しています

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用してしヽます。
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「熊
本
長
な
す
」
の
新
品
種

ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ

全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
熊
本
の

「な
す
」。
以
前
は
夏
野
菜
の
代
表

で
し
た
が
、
最
近
で
は
１
年
中
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
森
町
で
は
、

今
年
か
ら
熊
本
長
な
す
の
新
品
種

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
の
栽
培
が
始
ま
り
ま

し
た
。

芙 芙蓉館
上 上町集会所
温 高森温泉館

朋 朋遊館
基 基幹集落センタ
林 林業総合センタ

山村広場
休暇村南阿蘇 「赤

な
す
」

の
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る

「熊
本
長
な
す
」

は
、
果
皮
色

が
赤

紫
色
で
、
肉
質
が
軟
ら
か
く
食
味
が
優
れ

て
お
り
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
生
産
農
家
が
個
々
に
採
種
を
行

っ
て

き
た
た
め
、
果
形
や
果
皮
色
が
ば
ら
つ
き
、

品
質
の
不
均

一
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
し

た
。そ

こ
で
熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
１３
年
度
に
県
内
在
来
系
統
、
農

研
セ

ン
タ
ー
保
存
系
統

の
中
か
ら
、
外

観

・
品
質
の
安
定
し
た
固
定
系
統
を
選
び

出
し
交
雑
し
た
結
果
、
良
食
味
を
維
持
し
、

形
質
が
均

一
な
交
雑
品
種
を
開
発
し
ま
し

た
。こ

れ
を
、
平
成
１４
年
度
に
品
種
登
録
申

請
し
た
こ
と
に
よ
り
、

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
一 体

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
は
、
在
来
の

「熊

本
長
な
す
」
よ
り
も
生
育
が
早
く
、
形
質

も
安
定
し
て
お
り
、
果
実
は
２６
～
２８

ｃｍ
程

度
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

生
で
食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
多
汁
質
で
ア
ク
が

少
な
く
、
肉
質
が
軟
ら
か
い
う
え
、
火
の

通
り
も
早
い
た
め
、
短
時
間
で
簡
単
に
調

理
が
で
き
、
油
炒
め
や
天
ぷ
ら
、
焼
き
な

す
な
ど
の
料
理
に
向
い
て
い
ま
す
。

適
正
作
型
は
、
中
山
間
地
で
の
早
熟
栽

培

・
露
地
栽
培
、
平
坦
地
で
の
半
促
成
栽

培
で
あ
り
、
土
壌
病
害
抵
抗
性
は
、
在
来

の

「熊
本
長
な
す
」
と
同
程
度
で
あ
る
た

め
、
接
ぎ
木
栽
培
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

一
育
成
の
経
緯

■
■

一
品
種
の
特
徴

■
■

●  ●

●  ●

おけみもうにあげます
2004年 7月 受付分 (敬称略)

ありが
｀
どうご`ぎヽ ユ`にた(敬称略)

[住 所]

高森 。昭和

高森 。村 山

高森 。津 留

高森・ 横 町

高森・ 下 町

色見・ 戸 狩

高森・ 昭 和

[死亡者]

佐野サツヱ

田上 朗子

津留 トシエ

田上 親幸

杉永 健次

岩下シズエ

藤川  明

[御遺族]

佐 野  豊

田 上  徳 雄

津 留  國 雄

田 上  幸 敏

杉 永 健 次 郎

岩 下  利 吉

藤 川  英 徳

[年齢]

76

72

90

81

83

90

82

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>津留 國雄

藤川 英徳

<一般寄付>釜  国広

■広報送料寄付

山村 茂之 (東京都 目黒区)

士
口

健次郎

工
↑下

永

岩

杉

JA阿蘇南部営農セ ンター

園 芸 課

岩下  1吾 さん (高森・旭通)

現在、県内を中心に 「ヒゴ

ムラサキ」の流通を行ってい

ますが、将来は全国に販路を

拡大 していこうと思っていま

す。そのために部会員一九と

なり、品質・技術の向上に努

め、皆さんに安全でおいしい

なすを提供していき たいと思

います。

JA阿蘇南部なす部会

会  長

森 田 勝 さん (高森・冬野)

部会員 30人で今年の春か

ら栽培を始めました。

共同販売 による生産 を図

り、生産者一丸となって『生

で食べられるなす 「ヒゴムラ

サキ」』 を阿蘇の特産品にし

ようと思っています。皆さん

もぜひ食べてみてください。

轍
颯 1臓

9/躇雉
役場支払日

輔警
ξ

ξ

心配ごと相談/芙
13:00^ヤ 15:00

万年青会/上
10:00～

環鸞
呵
１
１

■
ロ
ョ

彊飩

日館休

日

館

払

泉

支

温

場

森

温

役

高

／

鷲
〕

心配ごと相談/朋
10:00～ 12:00

膊
叫

１

１

６

９

３

１

18
県民体育祭

環鼈
県民体育祭 敬老会

ぬ
ノ
鉤

哺
曇
麟

機能訓練あゆみ会/温
13:30～

Ｑ
）

ハ
ノ
』

年金相談/林
10:00～ 15:00

つ民
こ 、J

憑酪
役場支払日

肱灯
パパ&マ マセミナー

/林
19:30^マ

10/1 2
九州地区グラウン

ドゴルフ交歓大会
/山、休

♂ゝ

熙
九州地区グラウ
ンドゴルフ交歓
大会/山、休

野の花と風薫る
郷杯ゴルフ大会

Ｑ
）

鯖醸

鑽穐

、プ

役場支払日

よい歯の教室/林
13:30^ウ

〒
鯛

T akarnori alendar たかもリカレングー  ■9月 5日 ～10月 9日
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ム
〓

一．第
■
回‐‐‐‐請詐
一グ
シ
フ‐‐‐卜

，
■
■
‐ｌ‐‐‐‥‐一．．．．．

（高
森
工
芸
星
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
フ
オ
ー
ク
ス
ク
ー
ル

の
開
校
に
伴
い
、
第
１
回
阿
蘇
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
ー
と
称
し
て
、
阿
蘇
の
大
自
然
の

中
で
、
作
り
手
と
使
い
手
が
ク
ラ
フ
ト
の

モ
ノ
を
通
し
て
語
り
合
い
、
地
元
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
楽
し
む
お
祭
り
を
左
記
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

木
造
の
校
舎
内
で
各
種
の
実
演
制
作
、

お
子
様
が
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
日
　
　
時

１０
月
２
日

（土
）
ｏ
３
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

○
場
　
　
所

旧
上
色
見
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
主
　
　
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
フ
オ
ー
ク
ス
ク
ー
ル

○
展
示
作
品

木
工
芸
、
木
エ
ロ
ク
ロ
、
木
の
玩
具
、

革
工
芸
、
陶
芸
、
磁
器
絵
付
け
、
手
打

刃
物
、
手
漉
き
和
紙
と
灯
り
、
ボ
ト
ル

フ
ラ
ワ
ー
、
創
作
工
芸

※
１０
月
２
日

（土
）
午
後
６
時
か
ら
、
交

流
親
睦
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
料
金
は
、
大
人
２
、
０
０
０
円
、

小
学
生
１
、
０
０
０
円
で
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

第
５９
回
熊
本
県
民
体
育
祭
　
　
　
　
　
中
原
墓
地
使
用
受
付
中

阿
蘇
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
ー
事
務
局

山
田
良
典

ＴＥＬ

６

２

１
１

９

４

５

９
月
・８
日

（土
）
と
・９
日

（
日
）

の

両
日
、
第
５９
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
県
民
体
育
祭
は
、
広
く

県
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
県
民

の
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を

は
か
り
、
明
る
く
豊
か
な
県
民
生
活
の
進

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各

郡
市
持
ち
回
り
で
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
。
採
点
競
技
２４
競
技

（阿
蘇

郡
内
で
の
開
催
は
１９
競
技
）
に
、
各
郡
市

（２１
郡
市
）
よ
り
役
員

。
選
手
合
わ
せ
て

約
７
、
０
０
０
名
が
集
い
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

「阿
蘇
の
自
然
の
中
で
羽
ば
た
け
未
来

●

へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

１５
年
ぶ
り

の
阿
蘇
郡
開
催
と
な
る
今
大
会
は
、
阿
蘇

郡
１２
ヶ
町
村
で
行
う
最
後
の
大
会
と
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援

。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
本
町
開
催
競
技

・
会
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

山
村
広
場
／
高
森
高
校
野
球
場
／
高

森
中
央
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
男
子

・
女
子

町
民
体
育
館
／
休
暇
村
南
阿
蘇

蠅
お
問
い
合
わ
せ
先

第
５９
回
熊
本
県
民
体
育
祭
阿
蘇
郡
実
行

委
員
会
事
務
局

■
０
９
６
７
‐３
５
‐４
３
１
０

町
で
は
墓
地
の
使
用
申
込
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
場
所
は
、
駅
前
団
地
横
の
踏

切
を
西
に
行
っ
た
字
中
原
１
５
２
１
番
地

で
す
。

区
画
数
は
全
６８
区
画
で
、
残
り
８
区

画
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
、
電
気
も
完

備
さ
れ
て
お
り
、
１
区
画
の
使
用
料
は
２２

万
５
千
円
。
別
に
維
持
管
理
費
と
し
て
年

千
円
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

燿
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
財
産
管
理
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
１
７
）

●

産
地
化
に
向
け
た

取
り
組
み

こ
の

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
を
熊
本
県
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
高
森
町
に
紹

介
し
た
の
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
な
す

部
会
が
今
年
の
春
か
ら
２
・
６
り
で
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
を
栽
培
し
て
い
る

の
は
、
他
に
熊
本
市
や
益
城
町
、
御
船
町

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
標
高
６
０
０
～

７
０
０
房
で
生
産
す
る
本
町
は
、
寒
暖
の

差
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
地
産
の

も
の
よ
り
糖
度
が
高
く
、
色
づ
き
も
い
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
食
す
る

と
苦
味
は
な
く
、
味
の
薄
い
リ
ン
ゴ
の
よ

う
な
、
ほ
の
か
な
甘
味
が
す
る
た
め
、
子

ど
も
に
も
食
べ
や
す
く
、
高
森
中
央
小
学

校
の
給
食
で
も

「ス
パ
ゲ
テ
ィ
」
や

「カ

レ
ー
」
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
と
町
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
、
連

携
を
図
り
な
が
ら

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
の

産
地
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
後
は
、
安
全

・
安
心
の
確

保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
高
い
品
質

や
味
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
県
内
外

へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
売
り
込
み
を
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
」
に
よ
り
農
業
経
営

の
安
定
、
生
産
意
欲
の
向
上
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
を
使

っ
た

「夏
野
菜
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
」
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
高
森
中
央
小
学
校
児
童

●

●

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎ 9月 のテーマ
躾月曜日

膝 |こ水がたまつたら
馘火曜日

熱中症 (子ども編)

聰水曜日
熱中症 (お年寄り編)

胞木曜日
]歯み合わせと全身の関係

徊金曜日
へそのごま

予土曜日・ 日曜日
慟 育シリース④

健康問題 を

24時 間、

9月 12日

9月 19日

9月 20日

9月 23日

9月 26日

10月 3日

10月 10日

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

TEL 62-0378

TEL 62-3351

T肌 67-1777

TEL 67-0019

T肌 68-0111

TEL 67-0020

TE1 62-0216
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診療は午前 9時から午後5時 まで



て
、
左
記
に
よ
り
無
料
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

○
内
　
容

・
成
年
後
見
制
度

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

・
面
接
相
談

・
電
話
相
談

皿
０
９
６
，３
６
４
‐０
８
０
０

０
日
　
時
　
９
月
・２
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

（熊
本
市
大
江
４
‐４
‐３４
）

○
相
談
員
　
司
法
書
士
約
１０
名

社
会
福
祉
士
約
５
名

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

６

１

‐
２

９

４

４

旨
け
ヨ

〓

Ｎ
８
〓

学
生
等
就
職
面
接
会

熊
本
労
働
局
、
県
下
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）
、
熊
本
県
、
熊
本
市

の
共
同
主
催
に
よ
り
、
来
春
大
学

・
短
期

大
学

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学
校
を
卒

業
予
定
の
就
職
未
決
定
者
及
び
平
成
１６
年

３
月
末
就
職
卒
業
者
の
就
職
支
援
と
県
内

企
業
の
若
年
労
働
力
確
保
を
目
的
に
「」．Ｏ
σ

●
い
く
い
い
ｏ
ｏ
ヽ
　
学
生
等
就
職
面
接
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
９
月
１３
日

（月
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

（熊
本
市
上
通
町
２
‐１
）

○
対
象
事
業
所

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
　
８０
社

○
対
象
求
職
者

大
学
等
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
決

定
者
及
び
平
成
１６
年
３
月
末
就
職
卒
業

者
　
８
０
０
人

（見
込
）

○
参
加
企
業
の
申
込
先

事
業
所
管
轄
の
各

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）

瓢
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

ＴＥＬ

０

９

６

１
２

１

１

‐
１

７

０

３

県
の
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
次

の
日
程
に
よ
り
巡
回
労
働
相
談
を
行
い
ま

す
。
労
使
双
方
の
相
談
に
対
し
て
中
立
の

立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
秘
密
厳

守
。
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
１０
月
７
日

（木
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

中
会
議
室

○
対
応
者

熊
本
県
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
職
員

※
当
日
直
接
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
な
る

べ
く
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

鑑
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ

０

１

２

０

‐
２

８

６

‐
６

４

０

Ｐ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
阿
蘇
コ
ト

ス
＝
月
生
募
集
（３
夕
月
コ
ー
ス
）

県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校
で
は
、
離

職
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め
に
再
就
職
に
有

利
に
な
る
よ
う
専
門
学
校
等
に
職
業
訓
練

を
委
託
し
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い

る
職
業
に
必
要
な
知
識

。
技
能
を
習
得
で

き
る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を

３
ヶ
月
間
じ

っ
く
り
学
習
し
、

ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト

（ヨ
ｏ
ａ
）
や
表
計
算
ソ
フ
ト

Ｏ
ｘ
ｏ
①
一）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
や
ｒ
＞
Ｚ
の
構
築
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
知
識

・
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

○
申
込
資
格

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）

に
求
職
申
込
を
し
た
離
職
者
の
方
で
、

受
講
開
始
日
に
お
い
て
６５
歳
未
満
の
方

○
訓
練
定
員
　
２０
名

○
申
込

・
受
付
期
間

９
月
２１
日
（火
）
か
ら
３０
（木
）
日
ま
で

○
申
込

・
受
付
方
法

右
記
資
格
に
該
当
す
る
方
で
訓
練
の

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
の
公

共
職
業
安
定
所
で
職
業
相
談
の
上
、
委

託
訓
練
受
講
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ

い
。

な
お
、
申
込
を
行
っ
た
方
に
つ
い
て

は
後
日
、
受
講
の
可
否
結
果
を
郵
送
に

て
通
知
し
ま
す
。

○
訓
練
会
場

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校

（阿
蘇
町
内
牧
２
５
７
番
地
）

※
駐
車
場
有

○
訓
練
期
間

平
成
１６
年
Ｈ
月
５
日

（金
）
か
ら

平
成
１７
年
１
月
３１
日

（月
）
ま
で

○
訓
練
時
間

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
所
要
経
費

入
学
金
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

な
お
、
教
科
書
等
の
諸
経
費
と
し
て
、

約
１
２
、
０
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担

が
必
要
で
す
。

※
定
員
に
対
し
、
必
要
人
員
に
到
達
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
コ
ー
ス
を
中
止
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
３

２

１
３

３

９

８

“

●

●

ヽ
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高
象
の
　
．

″今
σ國
は
あ
引

民
Ｌ
ず
め
！

，
〓
ｂ

０
年
の
伝
統
を
誇
る

「風
鎮

が
８
月

日
か
ら

１８
日
に
か
け
て
、

の
商
店
街

一
帯
で
盛
大
に
開

ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
宝
暦
２
年

（１
７
５
２

年

）
、

商

人

が
高

森

阿

蘇

神

社

に

二
百
十
日
の
風
を
鎮
め
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
年
も
伝
統
の

「山
の
引
立
て
」
や

「
高
森
に
わ
か
」
、
「花
火
大
会
」
、
「風

・鎮
総
踊
り
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
で

自
一
Ｉ
が
り
ま
し
た
。
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不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

○
対
象
治
療
法

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

○
給
付
内
容

１
年
度
に
つ
き
上
限
１０
万
円

（通
算
２
年
支
給
）

○
助
成
対
象
者

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
以
外
の
治

療
法
で
は
妊
娠
の
可
能
性
が
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
県
内

（熊
本
市
を
除

く
）
に
住
む
戸
籍
上
の
夫
婦
で
、
９
月

以
降
に
指
定
医
療
機
関
で
対
象
の
治
療

を
開
始
し
た
方

○
所
得
制
限

夫
婦
合
算
し
た
所
得
額
が
６
５
０
万

円
未
満

○
指
定
医
療
機
関

県
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
７
０
７
６
）

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
放
出
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
大
気
中
に
放
出
さ

れ
る
と
、
有
害
な
紫
外
線
か
ら
私
た
ち
を

守

っ
て
い
る
大
切
な
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
破
壊
や
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
、
近
年

「家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

や

「
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
破
壊
法
」
が
施
行

さ
れ
、
各
種
製
品
か
ら
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
の

大
気
放
出
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
は
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
、
車

な
ど
を
廃
棄
す
る
際
に
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス

の
回
収

・
破
壊
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
と
引
き
換
え

に
破
壊
さ
れ
て
き
た
オ
ゾ
ン
層
。
有
害
紫

外
線
の
増
加
な
ど
、
そ
の
影
響
は
身
近
に

迫

っ
て
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
の
回
復
に
は

数
十
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
フ
ロ
ン
の
処

理
費
用
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
、
信
頼
で
き

る
業
者
に
廃
棄
を
依
頼
す
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
地
球
環
境
を
ま

も
る
た
め
、
フ
ロ
ン
回
収

へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

瘍
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
保
護
課
内

熊
本
県
フ
ロ
ン
回
収

・
処
理
実
施
協
議
会

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

１
１

１

１

１

（内
線
７
３
３
７
）

自
賠
責
制
度

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

（共
済
）

い
わ
ゆ
る
自
賠
責
は
、
年
間
約
１
２
１
万

件
も
の
交
通
事
故
の
被
害
者
の
方
に
支

払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

，つ″最
近
１０
年
間
で
交
通
事
故
の
死
傷
者
数

は
約
３９
％
増
加
し
、
１
１
７
万
人
以
上
の

方
が
亡
く
な
っ
た
り
、
負
傷
し
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
交
通
事
故
は
、
国
民
の
だ
れ

も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

被
害
者
だ
け
で
な
く
加
害
者
に
と
っ
て

も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
交
通
事
故
。

ド
ラ
イ
バ
ー
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、　
一
層

の
安
全
運
転
に
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
に

な

っ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険

（共
済
）
は
、
万

一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
バ
イ
ク

・
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で

す
。自

賠
責
保
険

（共
済
）
の
限
度
額
は
、

交
通
事
故
の
被
害
者
に
対
す
る
最
低
保
障

と
言
う
考
え
方
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
死

亡
３
、
０
０
０
万
円
、
傷
害
１
２
０
万
円

等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
損
害
は
こ

れ
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
任

意
保
険

（共
済
）
に
も
加
入
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
無
保
険

（無
共
済
）
車
の
運
行

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
基
本
マ
ナ
ー
に
反
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
罰
則
の
対
象
に
も
な
り

ま
す
。
特
に
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
、

原
動
機
付
自
転
車
は

「期
限
切
れ
」
、
「か

け
忘
れ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

輪
お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局
輸
送
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

６

９

‐
３

１

５

５

高
齢
者
，
障
害
者
の
た
め
の

法
律

・
福
祉
無
料
相
談
会

成
年
後
見
制
度
は
、
そ
の
有
用
性
と
必

要
性
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
制
度
の
不
知
か
ら
そ
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
な
い
社
会
的
弱
者
が
未
だ
多
く
存
在

し
ま
す
。
「親
族
か
ら
年
金
を
渡
し
て
も

ら
え
な
い
」
「預
貯
金
を
勝
手
に
引
き
出
さ

れ
た
」
等
の
経
済
的
被
害
、
「必
要
な
医

療
行
為
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
」
「満

足
な
食
事
が
与
え
ら
れ
な
い
」
等
の
肉
体

的
被
害
、
な
ど
成
年
後
見
制
度
を
知
ら
な

い
ば
か
り
に
不
利
益
を
被

っ
て
い
る
例
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
と
共

に
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

○
申
請
方
法

治
療
終
了
後
、
県
保
健
所
に
備
え

て
あ
る
申
請
書
と
受
診
証
明
書
に
住
民

票
、
戸
籍
謄
本
又
は
外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書
、
夫
婦
の
所
得
証
明

書
を
添
え
て
最
寄
り
の
保
健
所

へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

１
３

２

１
０

５

３

５

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
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高森阿蘇神社夏祭り

健盤龍命が九州を平定して阿蘇の地を風雪の害

か ら防ごうと、穀菜の豊穣を祈願 したのが始まり

と言い伝えられる祭 り。

今年 も「御唄」に合わせてみ こしが練 り歩き、

家内安全や健康を祈願 してたくさんの人がみこし

をくぐっていました。

一景
菫
ふ
れ
み
い
教
室
Ｌ

．
一

第
２
回
参
加
者
募
集
ト

（参
加
料
無
料
）

県
の
取
り
組
み
を
、
体
験
学
習
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
か
ら
バ
ス

で
移
動
し
ま
す
）

○
内
　
容

・
食
の
安
全

。
安
心

１０
月
３０
日

（土
）
、
Ｈ
月
・３
日

（土
）
、

Ｈ
月
２７
日

（土
）

・
Ｕ
Ｄ
と
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

ー０
月
２３
日

（土
）
、
Ｈ
月
６
日

（土
）

・
県
産
木
材
の
地
産
地
消

１０
月
１６
日

（土
）

○
対
象
者

県
内
在
住

（小
学
生
以
上
）
各
４０
名

○
募
集
期
間

９
月
６
日

（月
）
～
９
月
２７
日

（月
）

麒
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
広
報
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

２

‐
９

７

８

０

「
第
２
回
環
境
＆
福
祉
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア

コ̈
バ
ｃ
ヨ
”
ヨ
ｏ
ざ
」

出
展
募
集
開
始
！

や
福
祉
対
応
車
両
が
集
ま
る

「環
境
＆
福

祉
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」
も
併
催
す
る
予
定

で
す
。

現
在
出
展
募
集
中
で
す
。
こ
の
フ
ェ
ア

で
自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
団
体
の
活

動
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
い
う
企
業
や
団

体
の
皆
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
新
産
業
振
興
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

１
１

１

１

１

（内
線
５
１
７
２
）

河
川
美
化
活
動
支
援
事
業
へ
の

参
加
者
募
集

熊
本
県
で
は
、
河
川
に
お
い
て
清
掃
、

除
草
、
花
の
植
栽
な
ど
の
美
化
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
県
か
ら
の
支
援
の
内
容

・
美
化
活
動
用
具
の
支
給

・
傷
害
保
険

へ
の
加
入

。
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
標
識
看
板
の
設
置

饂
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
河
川
課

ＴＥＬ

０

９

６

‥
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
６
１
４
３
）

阿
蘇
地
域
振
興
局
維
持
管
理
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
１

１

１

１

熊
本
土
木
事
務
所
管
理
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

６

７

‐
１

１

１

１

正
規
の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安
価

で
購
入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
電
話
加
入
権
等
の
取
得
を
お
考
え
の

方
や
、
公
売
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
公
売
日

９
月
１４
日

（火
）

○
入
札
開
始

午
後
１
時
３０
分
か
ら

（で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
）

○
場
　
所

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

１
階
記
者
室

○
準
備
す
る
も
の

。
現
金

（３
万
円
以
内
）

。
印
か
ん
（個
人
の
場
合
、
認
印
で
可
）

。
筆
記
用
具

○
当
日
の
手
続
き

電
話
加
入
権
を
落
札
さ
れ
た
場
合
、

当
日
売
却
代
金
を
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
利
用
権
を
落
札
さ
れ

た
場
合
、
９
月
２１
日

（火
）
に
売
却
代

金
を
来
局
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

隕
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

総
務
部
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
１

１

１

１

（内
線
３
２
１
）

来
年
２
月
４
日

（金
）
～
６
日

（日
）
、

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で

「第
２
回
環
境

＆
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

いい

パ
ｃ
８
”
‐

ヨ
ｏ
δ
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
エ
コ
カ
ー

草部吉見神社夏祭り

下 り宮で有名な吉見神社は、神武天皇の第一皇子
ひ こや いのみ こと

日子八井命が祀 られており、樹齢 700年 にも及ぶ杉

の木に囲まれた神社です。

午前中に神事、午後からは大小 2基のみこしと子ど

もみこしが階段を上って浜床まで練り歩き、神楽の披

露が行われました。

聯
●  ●

●  ●

像僻の
配
置

県
で
は
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
で
意
識
啓
発

な
ど
を
行
う

「男
女
共
同
参
画
推
進
員
」

を
配
置
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
を
行

う
予
定
が
あ
っ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
の

話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
ぜ

ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
男
女
共
同
参

画
推
進
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

総
務
企
画
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
１

１

１

１

電
話
加
入
権

・
ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線

利
用
権
の
公
売

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
で

は
、
次
の
と
お
り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

オ酉
■

'「

ヽ

日
=ヨ

F司
■電,

f

O
O
トメ
ル l

納

凛
盤
不

野尻林業センターにおいて、毎年恒例

の「標高 700傷納涼祭」が開催されました。

当日は、かき氷やカレーライス、金魚

すくいなどの出店が立ち並び、ステージ

では、舞踊、カラオケ大会、ビンゴゲー

ムなど趣向を凝らした催しで大変盛 り上

がりました。

地元の方が企画 。参加した祭 りは活気

で溢れていました。

梅香苑納涼夏祭会

梅香苑では、「納涼夏祭会」が行われました。

これは、入所者と地域の方々との交流を目的に毎年行われ

ているもので、模擬店や野尻ロアリングサウンズのバンド演

奏、花火大会などもあり、盛りだくさんの企画で皆さん楽し

いときを過ごしていました。

たくさんの人でにぎわったこの祭 りで、お じいちゃん、

おばあちゃんたちのお顔が喜びに溢れていました。
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

田
　
研
　
一

●
　
Ｌ
コ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
●

，
´

往ヽ

力
ん
Ｊ
　
〕
ノ

・ケ
．ヽ‐
ヽ

、

■
′

ヽ

　

‐・・

仏
銃

も
の
を
測
る

位
に
、
尺
貫
法

砂
に
埋
も
れ
風
化
が
進
む
万
里
の

長
城
に
、
は
っ
き
り
と
読
み
と
れ

る
石
ぶ
み
が
あ
り
ま
す
。
西
域
と

呼
ば
れ
た
地
方
。
そ
れ
は
当
時
中

断
の‐，お
か
ら
み
て
、
遥
か
に
遠
い
、

胡
の
民
、
異
民
族
地
域
を
指
す
漢

民
族
に
よ
る
地
名
で
す
。
万
里
の

長
城
を
築
い
た
棟
梁
が
、
感
動
的

な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
「名

声
と
か
地
位
は
い
ら
な
い
。
こ
の

城
壁
が
、
幾
千
年
と
相
互
の
民
に

幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
だ
け
で
、

棟
梁
た
る
徐
乃
森
が
、
こ
の
地
で

ど
の
様
に
生
き
、
万
里
に
な
に
を

残
し
た
の
か
。
そ
れ
だ
け
碑
に
刻

ん
で
ほ
し
い
」
。
棟
梁
徐
乃
森
は
、

長
城

の
完
成
を
見
ず
、
胡
族
と

の
戦
い
で
戦
死
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
で
ど
の
様
に
生
き
た

か
伝
え
て
ほ
し
い
、
そ
れ
だ
け
が

遺
言
で
あ
り
ま
し
た
。

ト
ル
フ
ア
ン
は
、
熱
砂
吹
き
荒

れ
る
、
日
中
温
度
四
十
度
を
超
え
、

日
が
落
ち
る
と
氷
点
下
に
な
る
不

毛
地
帯
。
過
酷
な
自
然
環
境
下
、

逢
遠
な
る
中
国
の
都
か
ら
派
遣
さ

れ
た
、
異
地
西
域
で
の
棟
梁
は
、

自
ら
の
尺
度
を
も
っ
て
、
あ
の
万

里
の
長
城
を
築
い
た
の
で
あ
り
ま

す
。
古
代
文
明
国
家
を
成
し
得
た

中
国
。
そ
れ
は

一
切
が
、
棟
梁
の

尺
度
な
し
に
は
、
成
し
得
な
か
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
国
は
、
世
界
に
類
を
み

な
い
、
先
端
技
術
国
家
で
あ
り
ま

す
。
曖
味
と
さ
れ
る
尺
貫
法
を
、

然
で
受
け
止
め
た
、
棟
梁
大
工
を

育
て
た
風
土
が
、
今
日
の
技
術
日

本
の
礎
を
創
り
ま
し
た
。
混
迷
す

る
こ
の
時
代
に
、
曖
味
と
さ
れ

る
尺
度
で
百
年
の
時
間
を
見
越
し

た
、
揺
る
ぎ
な
い
棟
梁
大
工
の
心

根
は
、
百
年
を
も
っ
て
人
を
つ
く

る
と
す
る
、
心
の
時
代
と
言
わ
れ

て
久
し
く
、
許
し
合
え
る
心
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
知

っ
て
い
る
。
こ
の

大
自
然
か
ら
学
び
と
っ
た
、
人
の

営
み
の
根
幹
が
棟
梁
の
尺
度
で
し

た
。人

知
れ
ず
、
そ
の
表
現
こ
そ
と

思
え
る
、
今
は
鬱
蒼
と
し
た
樹
木

に
覆
わ
れ
て
い
る
、
市
野
尾
の
集

落
に
さ
し
か
か
る
丘
に
、
し
っ
か

り
と
総
欅
造
り
と
思
え
る
八
幡
様

が
奉
ら
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
そ

れ
が
原
野
で
あ

っ
た
時
代
に
は
、

市
野
尾
の
集
落
を

一
望
で
き
た
に

違
い
な
い
。
氏
神
様
が
鎮
座
さ
れ

る
地
と
は
、
見
守

っ
て
く
れ
る
と

す
る
安
心
感
が
、
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
誰
よ
り
も
高
い
こ
の

地
を
、
鎮
守
の
社
に
し
て
い
き
ま

し
た
。

市
野
尾
の
八
幡
様
を
訪
ね
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
や
が
で

は
朽
ち
る
の
か
の
本
殿
に
、　
一
刀

彫
の
素
晴
ら
し
き
彫
刻
が
現
れ
て

き
ま
す
。
肉
取
り
厚
く
、
本
殿
の

軒
を
支
え
る
牙
を
も
つ
象
。
そ
の

力
強
き
造
形
は
、
仏
師
に
よ
る
彫

刻
か
と
思
う
ほ
ど
、
後
日
あ
ら
た

め
て
述
べ
ま
す
が
、
そ
れ
は
豊
か

な
芸
術
性
に
う
ら
う
ち
さ
れ
た
、

地
元
の
彫
り
師
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

平
家
落
人
伝
説
が
残
る
、
市
野

尾
集
落
。
本
殿
が
建
設
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
往
事
、
人
々
は
、
山
に
入

り
日
時
を
き
め
木
を
切
る
。
精
霊

達
が
宿
る
と
さ
れ
る
木
々
に
、
そ

れ
は
決
し
て
生
命
を
絶
つ
行
為
で

は
な
く
、
次
代
の
新
し
き
芽
吹
き

を
得
れ
る
季
節
に
こ
そ
、
斧
を
入

れ
る
と
し
た
先
人
の
知
恵
。
私
達

の
風
土
を
創
り
上
げ
た
森
は
、
暮

ら
し
の
中
で
慈
し
み
慈
し
ま
れ
、

折
々
の
感
謝
が
、
芸
能
を
育
み
、

分
か
ち
合
う
喜
び
の
形
が
、
お
祭

り
で
あ
り
ま
し
た
。

山
の
神
。
こ
の
日
に
入
っ
て
は

な
ら
ぬ
。
こ
の
日
に
木
を
取

っ
て

は
な
ら
ぬ
。
迷
信
と
言
わ
れ
る
そ

れ
ら
の
気
持
ち
の
有
り
よ
う
は
、

今
も
生
き
続
け
、
人
々
の
心
を
苦

し
め
る
邪
悪
な
も
の
と
し
て
、
排

斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
山
深
い
お
社
を
訪
ね
、
人
々
の

生
活
に
接
し
、
伝
統
芸
能
に
出
会

う
。
今
日
の
よ
う
に
上
下
水
道
が

完
備
せ
ず
、
自
然
こ
そ
が
支
配
し

た
農
耕
と
営
み
は
、
継
承
さ
れ
た

知
恵
こ
そ
が
、
私
達
の
生
命
を
維

持
し
て
き
た
と
、
迷
信
だ
と
片
付

け
て
し
ま
え
な
い
、
人
間
と
自
然

と
の
関
わ
り
に
立
ち
返

っ
た
時
、

そ
れ
は
実
感
と
し
て
、
教
え
だ
と

知
り
ま
し
た
。
根
拠
な
く
、
相
手

の
心
を
踏
み
に
じ
ろ
う
と
す
る
、

そ
の
心
こ
そ
が
迷
信
で
あ
り
、
自

然
と
共
に
生
き
自
然

の
中
で
学

び
、
そ
れ
が
祭
事
の
な
か
で
現
れ

て
く
る
。
伝
統
芸
能

の
ス
ト
ー

リ
ー
そ
し
て
舞
の
動
作
が
、
豊
か

な
実
り
を
願
い
、
モ
グ
ラ
を
追
い
、

収
穫
物
を
分
け
合
い
、
神
に
感
謝

す
る
さ
ま
に
出
会

っ
た
時
、
支

配
さ
れ
る
大
自
然
の
な
か
に
生
き

た
先
人
の
知
恵
、
そ
し
て
そ
れ
は

あ
ま
り
に
も
は
か
な
い
、
人
間
の

あ
り
よ
う
を
繰
り
返
す
中
で
、
学

び
得
た
尊
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で

し
よ
う
。

七
夕
飾
り

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

が
あ
り
ま
す

ニ
ツ
ポ

ン

は
、
均

一
化

。

と
し
て
、
計
測
の

し
ま
し
た
。
快
適
な
暮
ら
し

そ
の
基
準
に
よ
り
、
欧
米
諸
国
よ

り
も
た
ら
さ
れ
た
生
活
文
化
は
、

日
々
の
生
活
に
お
け
る
、
伝
統
的

呪
縛
を
取
り
払
う
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

尺
貫
法
に
よ
る
尺
度
は
、
欧
米

的
基
準
、
メ
ー
ト
ル
等
に
て
ら
す

と
、
曖
昧
な
数
字
に
な
り
ま
す
。

曖
味
と
言
っ
て
し
ま
う
そ
の
数
字

は
、
熟
練
を
重
ね
る
、
然
で
受
け

と
め
る
、
乾
燥
期
と
雨
期
に
よ
る

歪
み
、
諸
々
の
自
然
と
の
な
り
わ

い
か
ら
、
伝
統
的
曖
味
な
尺
度
は

生
ま
れ
、
幾
千
年
の
、
私
達
の
国

土
に
適
し
て
い
き
ま
し
た
。

風
土
に
よ
り
起
こ
り
う
る
歪
み

を
測
り
う
る
、
百
年
単
位
で
の
計

測
を
、
誰
が
成
し
得
ま
し
よ
う
。

棟
梁
。
歴
史
上
指
導
者
を
、
そ
の

様
に
表
現
し
た
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
中
央
ア
ジ
ア
、
ト
ル
フ
ア
ン
。

上色見地区夏祭り

旧上色見小学校グラウンドで行われた 「上色見地

区夏祭 り」には、地元住民を中心にたくさんの人が

参加。盆踊りやカラオケ大会、地元マジシャンによ

るマジックショーなど多彩な催しで盛 り上がりました。

子どもから大人まで楽しいひとときを過ごした様

子でした。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
Ⅷ
一６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４
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・
―

♯
次

の
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お
か
え
リ
フ
ェ
ス
タ
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家具競技で優勝 !

瀬田 博さん (河原・市野尾 )

熊本県障害者技能競技大会で、家具競技 (支給さ

れた材料で指示された寸法のテーブルを製作する)

に参加した瀬田博さんが見事優勝しました。

10月 に宮城県で開催される全国大会 「アビリン

ピックみやぎ2004」 に出場する瀬田さんは、「ま

だまだ若いもんには負けられん。全国大会では入賞

するようがんばりたい」と話していました。

‐7. TAKAMORI TOu′ N-2004.09

河原野菜集荷所で開催された 「おかえ

リフェスタ」は、お盆に帰省された皆さ

んに楽しんでもらおうと、河原校区の若

者たちが企画しているものです。

今年も会場では、久 しぶ りに帰郷した

人たちが、ステージ上で自慢ののどを披

露したり、 1日 友との音話に花を咲かせて ●
いました。

湧水 トンネル七夕まつりで開催した

「七夕飾 リコンテス ト」の表彰式が行

われました。

結果は次のとおりです。

特選 そば処慶恩

1席 高森中学校

2席 高森中央小共同調理場

2席 第二桜ヶ丘保育園

3席 ひゆがや

3席 高森東中学校

3席 税務課・農業委員会
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高
森
町
基
幹
菫
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

げ
て
　
明
日
天
気
に
し
て
お
く
れ

も
こ
れ
も
　
買
う
し
こ
銭

ァ
持
た
ん
癖

将
　
客
あ
し
ら
い
も
名
取
り
級

へ
と

へ
と
　
機
械
に
使
い
こ
な
さ
る
る

ピ
カ

ッ
　
早
魃
に
慈
雨
連
れ
て
来
る

ぶ
ら
下
げ
て
　
篇
立
て
な
ん
客
の
来
た

あ
れ
も
こ
れ
も
　
じ
き
じ
き
図
面
引
か
し
た
つ

若
女
将
　
ト
イ
レ
で

一
人
泣
く
事
も

ピ
カ

ッ
　
雷
さ
ん
か
ミ
サ
イ
ル
か

ぶ
ら
下
げ
て
　
十
八
番
で
踊
る
平
手
酒
造

へ
と

へ
と
　
丙
午
と
は
知
ら
だ

っ
た

町
で
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

高
齢
者
福
祉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
基
幹
型
と

呼
ば
れ
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

町社会福祉協議会、基幹型在宅支援センターなどが

入っている高森町芙蓉館

至高森駅 至村山

至下町

平成 16年 7月 31日 現在

総合相談窓口

至高森峠 相談無料・秘密厳守

電話 63‐1156
(高森町芙蓉館内)

役場内の福祉・保健・介護
や医療機関、地域型在宅介護
支援センターな どと常に連
携をもって対応しています。

●  ●

●  ●

佐
楢
見
乱
坊

佐
伯
　
文
を

桐
原
　
白
酔

松
山
キ
ヨ
子

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

松
野
　
笑
声

上
井
加
根
女

佐
藤
　
重
信

後
藤
　
愛
子

三
森

　

茜

若
女
将

ピ
カ

ッ

ヘ
と

へ
と

わ
し
掴
み

横
町
団
地

北
ス
ユ
ー

士

口

玄

小

城
紬
も
板
に
つ
き

畦
道
走
り
逃
ぐ
る
鎌

今
年
の
夏
の
く
そ
暑
さ

シ
ェ
フ
が
こ
だ
わ
る
鰹
だ
し

夕
立
と
行
事
重
な
り
憎
き
こ
と

一
人
居
の
老
お
び
や
か
す
雷
雨
か
な

兄
見
舞
ふ
五
ヶ
瀬
の
里
に
木
種
咲
く

黄
菅
野
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
の
着
地
見
る

面
影
を
追
え
ば
陽
に
向
く
花
木
種

ひ
ぐ
ら
し
の
口帝
く
声
細
く
季
節
行
く

平
成
１２
年
４
月
１
日
、
介
護
保
険
制

度
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者

等
が
介
護
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
の
適

正
適
格
な
対
応
と
、
す
べ
て
の
人
が
心

身
共
に
健
康
で
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
目

的
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
町
で
は
こ

の
制
度
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

平
成

１６
年
７
月
末
日
の
町
の
人

口

は

７
、
６
２
５
人
、

そ

の
内
、

６５
才

以
上
は
２
、
３
１
５
人
で
そ
の
比
率
は

３０

・
３６
％
と
な

っ
て
お
り
、
ま
す
ま
す

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

要
は
年
齢
を
重
ね
た
と
し
て
も
、
「自

分
の
こ
と
は
で
き
る
限
り
自
分
で
」
の

精
神
で
、
心
も
体
も
健
や
か
に
生
き
生

き
ハ
ツ
ラ
ツ
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
大
切
で
す
。馬

原

キ
↑

■
↑後

藤
浦
塚

馬
笑

不
忘

信
子

南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂
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◎
目
　
的

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及

。
浸

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交

通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
期
　
間

９

月

２１

日

（
火

）
か

ら

９

月

３０

日

（
木

）
ま

で

の

・０

日

間

◎
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン

「高
齢
者
　
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で
防
ぐ
事
故
」

◎
運
動
の
基
本

○

「高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

①
高
齢
者
の
運
動

・
運
転
能
力
等
の
理
解
に
基
づ

く
安
全
行
動
の
徹
底

②
高
齢
歩
行
者

。
電
動
車
い
す
利
用
者
に
対
す
る

交
差
点
等
に
お
け
る
保
護

・
誘
導
活
動
の
推
進

③
参
加

・
体
験

。
実
践
型
の
交
通
安
全
教
育
等
の
推

進
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
向
上

④
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
、
シ
ル
バ
ー
ゾ
ー
ン
等
を

中
心
と
す
る
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
の
交
通
安
全
総
点
検
の
促
進

◎
運
動
重
点
及
び
推
進
項
目

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進

①
歩
行
者

。
自
転
車
利
用
者
の
反
射
材
用
品
等
の
活

用
の
促
進

②
自
転
車
の
歩
道
通
行
時
の
安
全
走
行
や
前
照
灯
の

点
灯
な
ど
安
全
利
用
の
推
進

③
自
動
車
の
前
照
灯
の
早
期
点
灯
の
推
進

④
飲
酒

・
暴
走
運
転
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
使
用

な
ど
の
危
険
性
の
理
解
を
重
点
と
す
る
運
転
者
教

育
の
推
進

⑤
地
域
、
職
場
、
家
庭
等
に
お
け
る
飲
酒
運
転
等
、

悪
質

。
危
険
な
運
転
を
さ
せ
な
い
た
め
の
環
境

づ
く
り
の
推
進

⑥
交
通
安
全
総
点
検
等
に
よ
る
夜
間
危
険
箇
所
の

抽
出
な
ど
、
道
路
環
境
整
備
の
促
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
必

要
性
と
着
用
効
果
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
運
転
席
及
び
助
手
席
に
お
け
る

着
用
の
徹
底
と
後
部
座
席
に
お
け
る
着
用
の
促
進

③
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
安
全
性
能
に
関
す
る
情

報
提
供
の
促
進

④
体
格
に
合

っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と

座
席

へ
の
正
し
い
取
付
け
の
徹
底

肥

後

狂

句

　

長

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

基幹型在宅介護支援センター

(高森町芙蓉館内)

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

μ
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有

、

男 女 計
人 口

3,644人 3,981人 7,625人

65´Ψ74才 1,182人 15.50%

75才 以 上 1,133人 14.86%

=ユ
.

日 1 2,315人 30.36%

○
相
談
事
業

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の

方
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方

な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

○
情
報
提
供

町
の
介
護
予
防
や
介
護
保
険
の

こ
と
と
制
度
の
紹
介
、
ま
た
、
と

じ
こ
も
り
と
痴
呆
予
防
や
福
祉
用

具
な
ど
の
情
報
提
供
を
行

っ
て
い

ま
す
。

○
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催

介
護
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
利
用
調
整
、
効
果
的
な

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
調
整
、
地

域
ケ
ア
会
議
の
総
合
調
整
。

○
指
導

・
支
援

地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
指
導
、
助
言
、
支

援
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
指
導
。

「秋
の

二父

安
全
一運
動

，
が
始
ま

ざ

中央四つ角|・■‐■国道325号



消
費
税

・
地
方
消
費
税
の

期
限
内
納
付

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。

特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の

「預
か
り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
か
ら
、
日

ご
ろ
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
資
金
の
備
蓄
に
努
め
、
期
限

内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
本
税
の
ほ
か
、
完

納
の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
督
促
を
受
け
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

売
掛
金
、
預
金
、
不
動
産
等
の
財
産
の
差
押
え
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
売
掛
金
な
ど
の
差
押
え
を
受
け
ま
す
と
大
事
な

取
引
先
か
ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。な

お
、
納
税
に

つ
い
て
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
こ
と
や
、
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
■
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

警
察
相
談
は
「♯
９
１
１
０
」
へ

～
９
月
Ｈ
日
は
警
察
相
談
の
日
～

警
察
で
は
、
９
月
Ｈ
日
を

「警
察
相
談
の
日
」
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

警
察
相
談
の
日
は
、
警
察
安
全
相
談
電
話
番
号

（♯

９
１
１
０
）
に
ち
な
ん
で
設
定
し
た
も
の
で
、
緊
急
の
事

件
や
事
故
以
外
で
警
察
に
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
家
庭
の
電
話

（プ

ツ
シ
ュ
回
線
）
や
公
衆
電
話
、

携
帯
電
話
か
ら

「♯
９
１
１
０
」
を
押
せ
ば
警
察
本
部
の

警
察
安
全
相
談
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か

ら
の
電
話
か
ら
は
、
「
０
９
６
‐３
８
３
‐９
１
１
０
」
を

ま
わ
せ
ば
、
警
察
安
全
相
談
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ

し
、
通
話
料
が
必
要
で
す
。

緊
急
の
事
件

。
事
故
の
場
合
は
、
１
１
０
番
を
お
願
い

し
ま
す
ｃ

救
急
車
を
呼
ぶ
に
は
？

普
段
健
康
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
救
急
車
の
世
話
に

な
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
す
る
と

「ど
う
や
っ
て
呼
ん
だ
ら
い
い
の
か
」

と
悩
む
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

①

一
般
の
電
話
の
場
合

局
番
な
し
の
１
１
９
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
阿
蘇

町
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
携
帯
電
話
の
場
合

局
番
な
し
の
１
１
９
に
電
話
す
る
と
、
菊
池
市
の
消

防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
あ
な
た
の
電
話
番
号
と
所
在
地
を
確
認
し
た
後
、
阿
蘇

町
の
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
１
分
ほ
ど
余

分
な
時
間
が
必
要
で
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
落
ち
着
い
て
場
所
と
状
況
を
詳
し
く

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
「１
１
９
で
長
く
話
し
て
い
る
と
、

救
急
車
の
出
発
が
遅
く
な
る
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
心
配
な
く
。

１
１
９
番
を
受
け
る
担
当
者
と
、
救
急
車
を
手
配
す
る

担
当
者
は
違
い
ま
す
の
で
、
会
話
を
聞
き
な
が
ら
場
所
が

わ
か
り
し
だ
い
出
発
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

詳
し
い
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
、
あ
な
た
の
家
に
着

く
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
準
備
が
で
き
ま
す
の
で
、
素
早
い

処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

阿‐
‐‐蘇広
‐域‐‐消
防
本
部
浦
瑯
扮
署
・
■
６
２
‐
９
０
３
４

火
事
●
救
急
・
救
助
は
「
■
９
番
　
　
．　

．

に
つ
い
て
の

相
談
窓
□

開
設

方に
法な
はら
?な
い

_■■―‐ _

■1●」L●

脚

_“」L●

脚

Ｑ
　
私
は
７０
歳
で
健
康
面
や
体
力

面
な
ど
で
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

痴
果
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
る

と
不
安
も
あ
り
ま
す
。
痴
果
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

日
　
痴
呆
に
な
る
原
因
は
、
脳

血
管
性
の
も
の
と
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど

の
趣
味
や
特
技
を
持

っ
た
り
、

家
族
や
友
人
知
人
と
の
会
話

を
続
け
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
心
も

身
体
も
活
発
に
動
か
し
て
い
る

人
ほ
ど
明
ら
か
に
痴
果
に
な
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
ま

す
。ま

ず
は
今
の
生
活
環
境
を
見

直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
改
善

す
る
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
、
脳

の
老
化
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
こ
と
が
有
効
な
痴
呆
対
策
で

す
。

鳳
　
痴
果
に
な
り
に
く
く
す
る

た
め
に
、
食
事
面
で
気
を
つ
け

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
　
ま
ず
は
脳
血
管
障
害

（脳

卒
中
）
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に

「高
血
圧
」
「高
脂
血
症
」
「糖

尿
病
」

の
生
活
習
慣
病
に
日

頃
か
ら
注
意
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
痴
呆
予
防
に
大
切
な

こ
と
と
理
解
し
て
、
日
頃

の

食
事
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

食
事
面
で
大
切
な
こ
と
は
、

塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い
こ
と

と
脂
肪
を
と
り
過
ぎ
な
い
た

め
に
揚
げ
物
や
炒
め
物
よ
り

焼
き
物
や
蒸
し
物
を
献
立

の

中
心
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
肉
よ
り
も
ア
ジ
や

サ
バ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
青
魚
を

食
べ
て
動
脈
硬
化
を
防
ぐ

「Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
を

増
や
す

こ
と
は
痴
果
に
な
り

に
く
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

Eコ
illllllllllllllllllllli

颯
田
翻

に
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け

る
食
事
は
？

爾
】田
一目
“口
一剛
一願
一田
囲
一日
一圏

●  ●

●●

輌
子
り
潮
劇
筐
ボ
老
　
　
　
　
一・

チ
ｔ
‐‐‐‐ッタ
ル
て
み
ま
レ
よ
う
■

痴
果
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
上
で

「も
し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た
ら
早
め
に
医
師
の
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
早
い
時
期
に
痴
果
の
サ
イ
ン
を
発
見
で
き
れ
ば
、

症
状
を
軽
く
し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

痴
果
の
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
己
採
点
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
く
ま
で
目
安
で
す
の
で
、
心
配
な
場
合
は
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
テ
ス
ト
は
、
自
分
自
身
あ
る

い
は
ご
家
族
な
ど
が
簡
単

に

予
測

で
き
る
よ
う
に
と
作
成
さ
れ
た
も

の
で
す
。

次

の
よ
う
な
症

状
が

な

い
か
チ

ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ

い
。

（大
友
式
痴
果
予
測

テ

ス
ト
よ
り
）

採
点
法
　
次

の
点
数
を
各
問
題

の
下
に
書
き
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ほ

と

ん

ど

な

い
…
０
点
　
と
き
ど
き
あ
る
…
１
点

ひ
ん
ぱ

ん
に
あ
る
…
２
点

１
、
同
じ
話
を
無
意
識
に
繰
り
返
す
。
‥
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
　
　
点

２
、
知

っ
て
い
る
人
の
名
前
を
思
い
出
せ
な
い
。
‥
…
…
…
…
…
…
。
　

点

３
、
物
の
し
ま
い
場
所
を
忘
れ
る
。
‥
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
　
　
点

４
、
漢
字
を
忘
れ
る
。
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
・
　

点

５
、
今
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
。
‥
…
…
‥
‥
…
…
…
…
…
…
　
　
点

６
、
器
具
の
説
明
書
を
読
む
の
を
面
倒
が
る
。
‥
…
…
‥
…
‥
…
…
…
　
　
点

７
、
理
由
も
無
い
の
に
気
が
ふ
さ
ぐ
。
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
　
　
点

８
、
身
だ
し
な
み
に
無
関
心
で
あ
る
。
‥
…
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
　
　
点

９
、
外
出
を
お
っ
く
う
が
る
。
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
　

点

１０
、
物
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
他
人
の
せ
い
に
す
る
。
‥
…
…
‥
‥
　
　
点

合
　
計
…
…
…
…
…
　
　
点

評
価
法
　
０
～
８
点
…
正
常
　
９
～

１３
点
…
要
注
意

１４
～
２０
点
…
痴
果
の
始
ま
り
？

医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し

よ
う
。

1痴２４
時
間
相
談
お
受
け
し
ま
す

熊
本
県
で
は
、
痴
果
性
高
齢

者
に
係
る
電
話
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た
。
（阿
蘇
地
域
は
蘇
陽

町
の
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
）

「痴
果
に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
い
い
の
？
」

「痴
果
の
人
の
お
世
話
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？
」

と
い
っ
た
痴
果
に
関
す
る
不
安

や
心

配

が

あ

り

ま

し

た

ら
、　
お

気

軽

に
ご

相

談

く
だ

さ
い
。

阿
蘇
地
域

電
話
相
談
窓
口

蘇
陽
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

■
０
９
６
７
‐８
３
‐０
４
７
２

ＴＥＬ

０

９

６

７

１
８

３

‐
０

４

８

０

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
、

２４

時
間
体
制
で
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

鍮
熊
本
県
健
康
福
祉
部

高
齢
者
生
き
が
い
課
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鶏ささみのテーズ焼き
□材料 (4人分)

鶏ささみ 4本、塩 こ

しよう少々、サラダ油

大さじ 1、 ケチャップ

大さじととろけるチー

ズ 100g、 サラダ菜 4

枚、ミニトマト8個

□作り方
①鶏ささみは筋を取り除き、観音開きにし、塩こ

しょうをしておく。

②フライパンにサラダ油を熱し、鶏ささみを両面
焼く。

③片面にケチャップをぬり、その上にチーズをの

せ、ふたをしてチーズが溶けるまで焼く。

④器にサラダ菜とミニトマトをのせ盛り付ける。

《人権啓発クイズ》
江戸時代のお百姓は、どんなくらしをして

いたと思いますか ?

～江戸時代編①～

A2 ア

Q3

の

ア

ウ

A

つ 一
ど

度は、

かいま
ば

え ど じ たい へん

いろいろな食品を
食べよう !

Ql

狂同
時

籠2城下町に住んでいた「大工」さん

身分は、次のどれにあてはまるでしょうか ?

イ

ん、なかなか難しい?江戸時代の身分制
き ほんてき     さむらい ぶ し  ひゃくしょう ちょうにん

基本的には「侍 (武士 )、 百姓、町人」 し
ひと     す

せんで した。そして、その人の (住んで

所)で決まりました。

まず せいかつ  くる

健康な食生活の基本は、バランスよく栄養素をと

ること。そのためには、肉も魚も野菜も穀類も豆類

もと、いろいろなものを食べましょう。外食や偏っ

た食事をしていると、脂肪や塩分のとり過ぎになり、

生活習慣病を招いてしまいます。

☆一皿料理より 1汁 2～ 3菜の和食型に |

☆なるべく同じ素材を使わない、手作り料理を !

☆食品数を増やすには朝食を重視する !

しく生活 も苦 しかった
にゅう

入はたくさんあり、
ほか  ひと

他の人よ りもぜ いた

くにくらしていた
か ぞく

ウ あまりぜいたくはできなかったが、家族が
た

食べられるく
゛
らいの生活はできた

ウAl

ア

イ

貧
しゅう

収

』Ю』商
´

』
尽

メ
誂

ン
■
■

１

／
、

こ
れ
中ヨ

ン
　
　
ノ
■
■

｝
へ

Ｄ

・つ
・
　
´
　
　
】
、

資
町

そ

イ

エ

」
姓
し
士

メ
百

ひ
お
ぶ
武

す
住
‥

こ
は

‐

・
‐

ら

ち
地
紳

け
家

ぶ
武
し

の
と

し
市

と
都

Ｑ
Ｖ

●  ●
意外とびっくり !?江戸時代の農民像 としてきび

ねん ぐ   と   た    ひゃくしょういっき  けぃあん  お ふれしょ

しい年貢の取 り立てや百姓―揆、慶安の御触書な

どから、苦しい悲惨な生活をしていたというイメー

ジがあるのではないでしょうか。
じつ    え ど じ だい    しんでんかいはつ

実は、江戸時代 には新 田開発がさかん にお こな

われ、日畑が増えました。そのため収穫量が増え、
じんこう  やく      まんにん    やく      まんにん       ´ヽ、
人口も約 1,500万 人から約 3,000万人までに増え

ました。

ひ と

んでいる人)であ り、
す         ひと

住んでいる人)の こ

に住んでいる人)の ことで した。
しよう ひと           のうみん

姓の人はすべてが農民とはかぎり

先
に
実
施
さ
れ
た
健
診
の
結
果
が
皆
さ
ん
の
手

元
に
届
く
頃
で
す
が
、
結
果
は
い
か
が
だ

っ
た
で

し
ょ
う
か
？
「ち
ょ
っ
と
異
常
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、

今
の
と
こ
ろ
特
に
何
も
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈

夫
」
と
思

っ
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す

よ
。
健
診
は
、
結
果
か
ら
自
分
の
体
の
状
態
を
知
り

「
一
生
活
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
と
生
活
習
慣
病
の

一
一
予
防
に
役
立
て
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
結
果

一
一
か
ら
自
分
の
問
題
点
を
知
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

いる場
さむらい

侍は
ちょうこん

〈町人〉

保

健

師
か
ら
あ
な
た
へ
の

健
診
結
果
を

生
活
習
慣
病
予
防
に

い
か
そ
う
！

筋
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
の
重
篤
な
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
ま

す
。
健
診
で
は
、
目
に
見
え
な
い
体
の
中
の
変
化

を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◆

年

を

追

っ
て

見

て

み

ま

し

よ
う

！

健
診
結
果
に
は
、
今
回
の
結
果
と
前
回
の
結
果

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
正
常
値
か
ら
は
ず
れ
て
い

る
数
値
に
○
を
つ
け
て
、
そ
の
○
の
数
を
数
え
て

み
ま
し
よ
う
。

１
、
○
の
数
が
、
前
回
の
結
果
よ
り
今
年
の
結
果

の
方
が
多
く
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
た
と
え
ば

中
性
脂
肪
が
高
い
だ
け
だ

っ
た
の
が
、
数
年
後
、

血
糖
が
高
く
な

っ
た
り
血
圧
が
高
く
な

っ
た
り

し
ま
す
。

ま
た
、
○
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
合
併

症
を
起
こ
す
危
険
は
高
く
な
り
ま
す
。

２
、
結
果
の
値
が
、
だ
ん
だ
ん
高
く
な

っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
過
去
の
健
診
結
果
も
見
直
し
、
値
の

変
動
傾
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
よ
う
。

生
活
習
慣
病
は
、
健
診
結
果
か
ら
何
ら
か
の
信

号
を
早
期
に
受
け
と
り
見
直
す
こ
と
で
改
善
す
る

こ
と

が

で
き
ま
す
。

健

康
な
生
活
に
役
立

て
て

い
き
ま
し

ょ
う
。

結

果

の
見
方
や
こ
の
先
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

い
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
方
は
、
保
健
師

。
栄

養
士
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ι
Ｌ
　
ｍ

′

　

ご

熾́
晰す

◆

健

診

結

果

か

ら

見

え

る

も

の

は

？

血
圧
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
、
尿

酸
が
少
々
高
く
て
も
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
体
の
中
で
は
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
体
は
こ
れ
ら
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
調

節
し
体
を
守

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
働
き
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
る
と
血
管
を
傷
つ
け
、
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
れ
が
進
行
す
る
と
、
脳

血
管
疾
患

（脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
）
や
狭
心
症
、
心

●

，

ｏ

は、 〈都市の町方に

とでした。
むら

〈ホ寸
ひゃく

百

百姓は

そのため、

●

Q2 江戸時代の農村に

クワをつくる「かじ
や

の「か じ屋」 さんの

はまるで しょうか ?

お百姓が使 うカマや

さん£いました。こ
は、次のどれ にあて

しょくにん しょうにん

(職人、商人 )

ませんで した。 まった く
のうぎょう            しょうぎょう
農 業 を しな いで、商業、
しゅこうぎょう         し ごと
手 工 業 な ど の 仕 事 を し

て いた 人 も い ま した し、

兼業農家もいたのです。

んに

ス
ハ

な町

は 、

や

』量」
みぶん

身分

イ

エ

」
姓
し
士

蘇
百

ひ
お
ぶ
武

た

その他

ア

ウ
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〉
国
民
年
金
だ
よ
り

（

◆
届
け
出
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
！

国
民
年
金
の
加
入
は
、

・
第

１
号
被
保
険
者

（自
営
業

・
学
生
な
ど
）

・
第

２
号
被
保
険
者

（会
社
員

。
公
務
員
）

・
第

３
号
被
保
険
者

（第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
都
度
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

０
２０
歳
に
な

っ
た
と
き

○
就
職

・
退
職

・
転
職

（本
人
、
配
偶
者
い

ず
れ
も
）
し
た
と
き

○
住
所

・
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

○
結
婚
等
で
配
偶
者
の
扶
養
者
と
な
っ
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
さ
れ
た
と
き

最
近
、
前
項
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

栄養士の
いただきま

～
す
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